
前立腺肥大症治療に新たな選択肢 

⇒ 経尿道的水蒸気治療 ( Water vapor energy therapy: WAVE ) 

 

前立腺肥大症は中高年にみられる進行性の疾患であり、「尿の回数が多い」 「尿の勢

いが弱い」 「尿漏れ」などの症状をきたし、日常生活のストレスにつながります。 

治療として、まず薬物療法を行いますが、改善が乏しい場合は手術療法をお勧めしま

す 1)。従来の手術療法（電気メスやレーザーによる内視鏡手術など）は効果的でありま

すが、高齢や全身状態不良（内科の合併症や抗凝固薬の内服など）のため、手術の負担

が大きく従来の手術療法が困難な場合に低侵襲的な手術療法 WAVE 療法が適用とな

ります (2022 年に保険適用)。 

当院では、WAVE 療法を 2024 年 2 月より導入いたしました。 

 

<メリット> 

1. 身体への負担減 

2. 短時間での手術 (手術時間: 10 分前後) 

3. 内視鏡手術のため皮膚切開なし 

4. 短期間入院 ( 2 – 7 日) 

5. 尿道粘膜や性機能を温存 



<方法> 

・麻酔: 主に腰椎麻酔や全身麻酔 

・手技内容: 経尿道的にデバイスのニードルを前立腺肥大部に穿刺 (1 shot; 9 秒間) 

し、噴霧される約 103 ℃ の水蒸気が持つ熱エネルギーを利用して前立腺組織を壊 

死させ, 閉塞を改善させる。 

 

 Figure1.  WAVE 治療方法 2) 

 

 

<術後経過> 

術後尿道カテーテル留置が必要であり、カテーテル留置期間は 3-7 日程度となり

ます（入院前に尿道カテーテル留置している方は 1 か月程度）。術後に少量の血尿や

排尿痛や排尿困難感を一過性に生じることがあります。治療効果は 1 か月前後から

3 か月にかけて現れてきます。 

 

 



<術後成績> 

5 年経過の治療後の排尿機能の改善率も良好であり、再手術率も 5 % 未満と低く

あります 3)。また、手術前のカテーテル管理の方もカテーテルフリーが 70 % の割合で

あり自排尿可能となっています 4)。当院の成績も、同等の効果を示しており、重篤な合

併症も生じておりません。今後、大きく普及していく治療のひとつと考えられます。 

 

Figure2.  5 年経過の治療成績 3) 

 

（IPSS： 排尿の質問票、 Qmax： 尿流量の勢い） 
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